
77 市報 市報   2017・9・11  2017・9・11

留
学
記
・
ニ
イ
ハ
オ
！！

〜
中
国
厦
門
市
〜
そ
の
４

【
ご
挨
拶
】

　

大
家
好
（
こ
ん
に
ち
は
）

　

昨
年
９
月
よ
り
始
ま
っ
た
厦
門
留
学
も
早
い
も

の
で
卒
業
の
日
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ポ
ー
ト
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
中
国
で
感

じ
た
 
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
“  
、
１
年
間
の
厦

門
留
学
を
通
し
て
の
思
い
出
と
感
謝
の
言
葉
を
お

伝
え
し
ま
す
。

【
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
】

　

中
国
で
の
生
活
を
通
し
て
最
も
驚
い
た
こ
と

は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
サ
ー
ビ
ス
」
の
普
及
率

で

す
。
支

付

宝
（A

lipay

）
や

微

信

支

付

(W
eC

hatP
ay)

が
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ら
は
、
ス
ー

パ
ー
で
の
買
い
物
は
も
ち
ろ
ん
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
、
映
画
や
航
空
券
の
支
払
い
、

は
た
ま
た
個
人
間
の
送
金
に
到
る
ま
で
、
決
済
で

き
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
ほ
ど
中
国
で
普
及
し

て
お
り
、
現
金
を
持
た
な
い
と
い
う
中
国
人
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
厦
門
留
学
を
通
し
て
】

　

厦
門
留
学
を
通
し
て
多
く
の  

友
達
“  
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
全
く
言
葉
の
通
じ
な
い
異
国
で
１
年

間
を
過
ご
す
事
が
で
き
た
の
は
、
彼
等
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
中
国
人
学
生
や

留
学
生
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
学
校
外
に
お
い
て
も

多
く
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初

め
て
飛
び
出
し
た
海
外
で
異
な
る
価
値
観
や
考
え

方
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
人
間
の
温
か
さ
を
感
じ
た
１
年
間
と
な
り
ま
し

た
。

【
最
後
に
】

　

期
待
と
不
安
を
胸
に
厦
門
に
降
り
立
っ
た
日
が

つ
い
最
近
の
事
だ
っ
た
と
思
え
る
程
に
、
こ
の
１

年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

厦
門
留
学
を
経
て
得
た
経
験
と
そ
こ
で
出
会
え
た

人
々
は
私
に
と
っ
て
一
生
の
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
「
宜
野
湾
市
海
外
留
学
生
派
遣
事
業
」

に
て
、
厦
門
留
学
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た

宜
野
湾
市
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
っ
た
宜
野
湾
市
役
所
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

非
常
感　

你　

。

留
学
記
・
ニ
イ
ハ

第
15

期
　
宜
野
湾
市
海
外
留
学
生

　
　
　
　
　
　
佐
和
田
　
大
祐

上　　上海旅行にて
右上　日本語交流会メンバー
右　　茶道クラブメンバー

”

”

　留学の経験と身につけた語学力を活かし

て、市商工会「宜野湾インバウンドモデルプ

ロジェクト連携体事業」へ参加しています。

市内の事業者が外国人観光客を理解しス

ムーズに受入れが出来る体制・整備を作り、

海外の観光客の方達に快適な場を提供出

来る事を目的とした事業です。

　市の魅力が詰まった、リーフレットや、公

式ウェブサイト「Fine Dayz Ginowan」などで

市の情報を発信し、外国人観光客の方達へ

情報が届く様にしています。この事業に携わ

る事で、宜野湾市の魅力を再発見する事と、

歴史、文化を学ぶこと

ができました。

　とてもやりがいのあ

る、自分自身が成長で

きる仕事です。

　8月11日（金）～13日（日）に市青年会議所

が行った、台湾員林市(いんりんし)の児童生

徒ら計21名を対象とした平和学習に通訳ボ

ランティアとして参加しました。

　平和学習では、員林市の子ども達に沖縄

の歴史や現状を学んでもらい平和の大切さ

を感じてもらう、さらに沖縄の子ども達や

ホームステイを受け入れる家族との異文化

交流をし、言葉の大切さや世界に興味を持

ち、員林・宜野湾の子ども達が、将来は世界

を股に掛けるグローバルネットワーカーに

なるきっかけ作りを目的としています。留学

で学んだ事が少しでも

子ども達の役に立てて

良かったです。今後は、

留学で培った語学力を

活かした仕事に就きた

いと考えています。

Topics
第 16期留学生

中国厦門へ出発！

厦門留学生、留学後の活躍の場！！
　　　　 　～留学生の“今”をお伝えします～

　8 月 18 日 ( 金 )、友好都市で
ある中国厦門市の市立厦門理
工学院へ 9 月から約 1 年間派
遣される桃原優奈さんおよび
今年度帰沖した第15期留学生
の佐和田大祐さんが佐喜眞市
長を表敬訪問しました。
　桃原さんは「インバウンド
に携わる仕事に就きたいので、
中国語を学び仕事に活かせる
よう頑張りたい」と留学への
意気込みを、佐和田さんは「留
学経験を宜野湾市の為に活か
していきたい」と今後の抱負
について語りました。

留学経験を活かした職業へ　第14期　西原　真紀子

地域の通訳ボランティア活動　第15期　佐和田　大祐


